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【公表日】平成16年2月12日(2004.2.12)
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  10/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月12日(2007.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組織異常検出システムであって、
　前記組織異常検出システムは、照射光の集中されたビームを生成する光源を備え、
　前記組織異常検出システムは、前記照射光を受け、選定された波長を持つ光を通過させ
ることによって励起光を作り出す光学的励起フィルタであって、前記励起光は目的の表面
上に向けられた場合、反射光と蛍光とを生成する、光学的励起フィルタを備え、
　前記組織異常検出システムは、画像形成機器を備え、
　前記画像形成機器は、
　少なくとも１つの画像形成光学アセンブリと、
　前記目的の表面から前記反射光と前記蛍光とを受け、前記蛍光を２つの異なる波長帯域
に分ける光学的スプリッタと、
　前記光学的スプリッタからの光を受ける一対の光学的チャンネルであって、その各々の
光学的チャンネルが、選定された波長を持つ通過光のための光学的発光フィルタと、前記
光学的発光フィルタによって通過された光を増幅し、前記通過光で出力画像を生成する画
像増輝度管とを含む光学的チャンネルと、
　光学的チャンネルのそれぞれで生成された前記出力画像を受け、ユーザによって見られ
る合成画像を形成するために前記出力画像を重畳させる受動的光学的合成器と、を含み、
　前記組織異常検出システムは、前記光源及び前記画像増輝度管の作動を制御する制御モ
ジュールを備える、
組織異常検出システム。
【請求項２】
　前記受動的光学的合成器は、各光学的チャンネルからの前記出力画像をユーザの眼に向
けるように配置された２色性ミラーを含む、請求項１に記載の組織異常検出システム。
【請求項３】
　前記画像増輝度管は、長いパーシステンスの蛍光スクリーンを持つ、請求項１に記載の
組織異常検出システム。
【請求項４】
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　前記合成出力画像を画像センサの上に捕捉するように配置されたカメラをさらに備える
、請求項１に記載の組織異常検出システム。
【請求項５】
　前記画像センサは写真用のフィルムである、請求項１に記載の組織異常検出システム。
【請求項６】
　前記画像センサはデジタル画像センサである、請求項４に記載の組織異常検出システム
。
【請求項７】
　前記組織異常検出システムは、前記光を複数の光学的チャンネルに向け、双眼観察のた
めに一対の合成出力画像を生成する一対の光学的スプリッタを含む、請求項１に記載の組
織異常検出システム。
【請求項８】
　前記光源及び前記画像増輝度管は、パルスモードで作動され、前記制御モジュールによ
って同期制御される、請求項１に記載の組織異常検出システム。
【請求項９】
　前記制御モジュールは、前記画像増輝度管の間で一定のゲイン比を維持する、請求項１
に記載の組織異常検出システム。
【請求項１０】
　組織異常検出システムであって、
　前記組織異常検出システムは、照射光のビームを生成する光源を備え、
　前記組織異常検出システムは、前記照射光を受け、励起光と基準光とを生成する光学的
励起フィルタであって、前記励起光は目的の表面上に向けられた場合蛍光を生成する、光
学的励起フィルタを備え、
　前記組織異常検出システムは、画像形成機器を備え、
　前記画像形成機器は、
　少なくとも１つの画像形成光学アセンブリと、
　前記蛍光と前記反射基準光とを受け、前記蛍光と前記反射基準光とを蛍光光学的チャン
ネルと反射光学的チャンネルとに向ける光学的スプリッタと、
　選定された波長を持つ光を通過させるための光学的発光フィルタと、前記光学的発光フ
ィルタによって通過された光を増幅し前記通過光で出力画像を生成する画像増輝度管とを
含む前記蛍光光学的チャンネルと、
　前記反射光学的チャンネルで受けた光を増幅し前記通過光で出力画像を生成する画像増
輝度管を含む前記反射光学的チャンネルと、を含み、
　前記組織異常検出システムは、前記蛍光と前記基準光とによって生成された前記組織の
画像をユーザによって見られる単一画像に合成する受動的光学的合成器を備え、
　前記組織異常検出システムは、前記光源と前記画像増輝度管との作動を制御する制御モ
ジュールを備える、
組織異常検出システム。
【請求項１１】
　前記基準光は前記励起光を含む、請求項１０に記載の組織異常検出システム。
【請求項１２】
　前記光源は、励起光と基準光との両方を生成し、前記基準光は、前記励起光と異なった
波長を持ち、かつ疾病で変化する蛍光発光と異なった波長を持つ光を含む、請求項１０に
記載の組織異常検出システム。
【請求項１３】
　前記受動的光学的合成器は、各光学的チャンネルからの前記出力画像をユーザの眼に向
けるように配置された２色性ミラーを含む、請求項１０に記載の組織異常検出システム。
【請求項１４】
　前記組織異常検出システムは、前記光を複数の光学的チャンネルに向け、双眼観察のた
めに一対の合成出力画像を生成する一対の光学的スプリッタを含む、請求項１０に記載の
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組織異常検出システム。
【請求項１５】
　前記画像増輝度管は、長いパーシステンスの蛍光スクリーンを持つ、請求項１０に記載
の組織異常検出システム。
【請求項１６】
　前記合成出力画像を画像センサの上に捕捉するように配置されたカメラをさらに備える
、請求項１０に記載の組織異常検出システム。
【請求項１７】
　前記画像センサは写真用のフィルムである、請求項１６に記載の組織異常検出システム
。
【請求項１８】
　前記画像センサはデジタル画像センサである、請求項１６に記載の組織異常検出システ
ム。
【請求項１９】
　前記光源及び前記画像増輝度管は、パルスモードで作動され、前記制御モジュールによ
って同期制御される、請求項１０に記載の組織異常検出システム。
【請求項２０】
　前記制御モジュールは、前記画像増輝度管の間で一定のゲイン比を維持する、請求項１
０に記載の組織異常検出システム。
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